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第 27 回 日本語教育連絡会議 日程 

2014 年 8月 23 日(土),24 日(日),25 日（月） 

Hungary, Balatonszárszó, Családi Hotel és Konferencia Központ  

 

 8 月 23 日(土) 
13:30-14:00 受付 
14:00-14:20 開会・諸連絡 

14:20-14:50 

砂川有里子（筑波大学） 

学習者作文コーパス LARP at SCU ─ 接続詞のパイロット調査 ─ 

14:50-15:20 

山本冴里（山口大学） 

言語学習相互支援活動 « Tandem » の意義と課題―複言語主義促進の観点から― 
15;20-15:40 休憩（20 分） 

15:40-16:10 

土屋千尋（帝京大学） 

「特別の教育課程」の編成・実施について 

16:10-16:40 

蓮沼啓介（神戸大学名誉教授） 

日本語教育の大転換 

16:40-17:10 

蓮沼昭子（創価大学） 

「であろう」は婉曲表現か―客観的真理追究型テクストにおける使用を中心に― 
17:10-17:30 休憩(20 分) 

17:30-18:00 

善如寺俊幸（東京外国語大学） 

漢字系統樹２８００完成 

18:00-18:30 

黒沢晶子（山形大学） 

音符から見分ける漢字音 

19:00- 夕食（バイキング形式） 
 8 月 24 日（日） 

09:00-09:30 

川口さち子（聖学院大学） 

「初級文法」復習教材の問題点 
 

09:30-10:00 

和氣愛仁（筑波大学） 

明治期日本語文典の画像データベースの構築と他言語文化資料への展開 

10:00-10:30 

和氣圭子（神田外語大学、筑波大学） 

L2 中級学習者におけるテクスト書き換えの影響 
10:30-10:50 休憩（20 分） 

10:50-11:20 

仁科陽江（ボン大学） 

日本語学習者のための言語学モジュール 

11:20-11:50 

隈本・ヒーリー順子（大分大学） 

欧米の大学に留学する日本人学生の人間関係構築に関する事例研究 

11:50-12:20 

黒羽友子（国際武道大学） 

小野小町 
12:30-14:00 昼食（定食） 

14:00-14:30 

足立祐子（新潟大学） 

学習者に柔軟に対応できる教師とは？ 

14:30-15:00 

マダドナーめぐみ（ウィーン大学） 

「日本語で話そう」― 中級クラスでの日本人招待授業 ― 

15:00-15:30 

栗原幸子（カレル大学） 

チェコにおける日本語作文審査における試み 



 iv  

15:30-16:00 

松嶋みどり(国際情報経済専門学校) 

東京都立高校定時制における在日外国人学習者の現状―「取り出し日本語」指導における課題 ― 
16:00-16:30 休憩（30 分） 

16:30-17:00 

若井誠二（カーロリ・ガーシュパール大学）若井ベルナデッテ（OCSIBA） 

継承語グループでのささやかな取り組み 

17:00-17:30 

Hidasi Judit（ブダペスト商科大学） 

言語習得のスタイルと種類 

17:30-18:00 

村上吉文（国際交流基金ブダペスト日本文化センター） 

無料テレビ会議システムを利用した日本語会話機会の提供 

18:00-18:30 

三森 優（ソフィア大学） 

ブダペスト日本文化センター日本語講座でのポートフォリオ使用実践報告 
19.00- 夕食（定食） 

 8 月 25 日（月） 

09:00-09:30 

小熊利江（東京大学） 

モスクワでの日本人家庭訪問プロジェクト 

09:30-10:00 

鈴木洋子（昭和女子大学） 

在日外国人児童の継承語と日本語 

10:00-10:30 

李在鎬（筑波大学）・長谷部陽一郎（同志社大学） 
「日本語の文章難易度を測定する」 

10:30-11:00 休憩（30 分） 

11:10-11:30 

浜津 大輔（ミュンヘン大学） 
文化庁の日本語教育のカリキュラムとその開発過程における CEFRをめぐる議論 
―ドイツの移民に対する第二言語教育のカリキュラムの分析を踏まえて― 

11:30-12:00 

村田恵美（ザグレブ大学） 
ザグレブ大学の日本語教育―学習者の誤用から見える課題― 

12:00-12:40 全体会議・閉会 
13:00- 昼食（定食） 

 


